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1.はじめに

建設業界では

「少子高齢化・人口減少による担い手
不足への対応が喫緊の課題」

と早い段階から言われ続けている。

・・・ 20年前に建設部門の試験で回答した。
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【出典】 厚生労働省 ホームページ *数値データを加筆
https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/roudou/21/backdata/02-01-01.html

8,726万人

4,529万人

8,726万人-4,529万人
=▲4,197万人 ▲48.1%

7,170万人

8,726万人-7,170万人
=▲1,556万人 ▲17.8%
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社会経済の課題
「人口減少の加速化と生活サービス提供機能の低下・喪失のおそれ」

【出典】 国土交通省 国土交通白書 2023
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r04/hakusho/r05/html/n1111000.html

地方の市町村ほど
担い手不足への
対応が必要
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課題解決のキーワード：

「デジタル技術」と「変革」を組み合わ
せた「ＤＸ*」

* ＤＸ：Digital Transformation
「変革」を表す文字「Ｘ」

*単なるデジタル化ではない。
cf. Digitization（デジタル化）, Digitalization（生産性向上）
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2016年度から国土交通省が進めている
i-Construction（アイ・コンストラクション）

が建設業界におけるＤＸの仕掛け、基盤になっている。

2. i-Construction と その取り組みについて
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2016年： 未来投資会議から i-Construction へ
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i-Construction： 建設現場の生産性を2025年度までに2割向上
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【出典】 国土交通省 国土交通白書 2023
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r04/hakusho/r05/html/n1113000.html

2016年

≒2,900
2025年度
≒3,500
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<<< i-Construction への取り組み >>>

■ ３次元測量

例）TLS＊（地上型レーザースキャナ）による起工測量の実施

* TLS： Terrestrial Laser Scanner
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■ ３次元モデルの作成と活用

例）支障物への対応
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■ ICT*1建設機械

例）盛土の敷き均し厚さ管理にマシンコントロール・ブルドーザを使用

*1 ICT： Information and Communication Technology （情報通信技術）
*2 GNSS：Global Navigation Satellite System（全地球航法衛星システム）

アメリカのGPS、ロシアのGLONASS、欧州委員会のGalileo、中国のBeiDou

機体制御技術とICT技術を活用した全自動ブレード制御機能搭載ブルドーザで、3次元
設計データを活用することで丁張・補助員の削減による省力化、機体制御技術とGNSS*2

測位等の活用により仕上げ作業時間の短縮化、施工精度の向上といったメリットがあります。
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■ ICT建設機械

例）盛土の締固め管理に「TS・RTK-GPSによる転圧管理システム」を採用
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■ 遠隔臨場

例）遠隔臨場による品質証明検査の実施

発注者
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■ 遠隔臨場

例）遠隔臨場による品質証明検査の実施
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■ i-Construction, ICT土工への取り組み効果

レーザースキャナによる測量

 効果1： ICT建設機械を用いた施工とレーザスキャ
ナによる起工測量、出来形管理により、従
来の測量が不要になり、2～3割程度の省
人化、作業日数の短縮化が図られている。

 効果2： i-Construction導入から7年が経過し、ICT
土工は公共工事だけでなく、民間工事にも
普及している。

ICT建設機械
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3. BIM/CIM と その取り組みについて

国土交通省

BIM/CIM*を生産性革命のエンジン

と位置付けている。

＊BIM/CIM：Building/Construction Information Modeling, Management

＊Keywords： 3次元モデル（3Dモデル）、属性情報
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■ 生産性革命のエンジン、BIM/CIM 

BIM/CIMは、計画、調査、設計段階から3次元モデル（以降3Dモデル）を導入することにより、そ
の後の施工、維持管理の各段階においても3Dモデルを連携・発展させて事業全体にわたる関
係者間の情報共有を容易にし、一連の建設生産・管理システムの効率化・高度化を図ることを
目的としている。

【出典】 国土交通省HP：https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimsummary.html
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<<< BIM/CIM への取り組み >>>

■ Movie  BIM/CIM： 伊藤組土建株式会社 HP https://www.itogumi.co.jp
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■ BIM/CIMの3Dモデル作成 弊社のこだわり

➀3Dモデルの内製化（本社技術部）
～ 工事現場にタイムリーに3Dモデルデータの提供・

支援を行うため

②受注した公共工事は全て3Dモデルを作成し工事現場に
提供する。

～ 技術者が3Dモデルに慣れてもらうことと自身で活用

を考えてもらうため
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■ 3Dモデルの活用により得られた効果

 効果1：構造物工事で附属物・コンクリート用鉄筋の干渉

チェックが可能

 効果2：都市土木工事で地下埋設物・隣接構造物との離隔

確認が可能

 効果3：工事全般で重機・クレーン作業範囲と隣接構造物・

架空線等の支障物との離隔確認が可能
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■ 3Dモデル事例

図. 地下通路工事の3Dモデル ～ 地下埋設物・隣接構造物との離隔確認が可能
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■ 3Dモデル事例

図. クレーン作業計画の3Dモデル ～ 高圧電気 架空線、地下埋設管との離隔確認が可能
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■ 働き方改革への取り組み

☞  『業務改革プロジェクト』 に、BIM/CIM活用の方向性と
その先の3Dホログラム（MR：複合現実）の活用を盛り込む
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4. MR（複合現実）の活用について  (MR：Mixed Reality)

出典：Microsoft HoloLens HPより

 使用デバイス
Microsoft社 HoloLens 2

 MRは複合現実と呼ばれる現実空間と
仮想空間（3Dモデル）を重ね合わせて見
ることができる技術

 MRゴーグルを装着して工事現場を覗
くと任意の視点から3Dモデル映像を重
ねて見ることができる。



30

■ 3D統合モデル 自社作成： 民間都市土木工事 地下通路工事

 Autodesk Navisworks Manage：3Dモデル
～ 伊藤組土建(株) 8.1.地下通路新設工事

 3D統合モデル 自社作成

 3DデータMR変換
協力会社 (株)一寸房
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■ 試行現場の状況： 民間都市土木工事 地下通路工事 (1/2)

 底版コンクリートを打ち終わり躯体工事に着手  基準座標値（X,Y,Z）をQRコードで認識
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■ 試行現場の状況： 民間都市土木工事 地下通路工事 （2/2）

 MRゴーグルを装着  MRゴーグルから見える映像をPCで確認
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■ 取り組み効果や良かった点について

MRゴーグルから見える現場での現実空間とデジタル映像

 効果1： 構造物と現地との取り合いを確認する際
の測量・マーキングが不要
・短縮効果（試算）： 2時間/回

 効果2： 一目瞭然のため構造物形状や現地取り合
いを理解する時間が大幅に短縮
・短縮効果（試算）：30分/回

 効果3： 工事着手から完成まで段階毎の3Dモデル
比較が現地で瞬時に可能
・短縮効果（試算）：30分/回

 MRの活用により工事全体のリードタイムの短縮に
つながる。
 技術者のバイアスによるミス防止にも効果が期待
される。

☞ 『MR活用によるリードタイム短縮』
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■ 取り組みの効果を得るために留意した点・工夫した点

MRゴーグルから見える現場での現実空間とデジタル映像

 MR（複合現実）の実施については、外注コスト
を抑えるため3Dモデル作成を内製化している。
 3DモデルからMR使用までの変換は外注してい
るが、MR技術のストックがある企業との信頼関
係構築が必要である。
 現場内でゴーグルを装着することにより視界が
制限されるため、安全管理上、静止して使用が
原則である。

【既知情報】
 現場での位置精度を高めるには現場にQRコー

ド座標点を適切数設置し、認識させる必要がある。
 太陽光の日射で明るすぎるとデジタル映像が見

えづらい。

☞ 『外注コストの抑制』
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5. 画像認識 AI の試行について

出典：Arkit HPより

【使用システム】
 Arkit
「複合ナンバー解析AIダンプ入退場

管理システム」
（萩原建設工業(株)と共同開発）

【こだわり】
 1台の監視カメラ
 地元北海道で足元を固めたい

【導入の決め手】
 システムの完成度の高さと現場対応力

【試行対象】  ダンプトラックの入退場
  ダンプ荷台上の安全確認
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■ 試行現場の状況： ダンプトラック入退場 （1/2）

【強化学習】 2週間程度

Arkit 三浦氏による強化学習結果の説明

【課題と対応策】
 地方現場 通信環境不安定
→ 携帯電話回線（4G）の他に、衛星回線 

スターリンクを併用

 カメラ画像 読取不可の場合
→ 画像の部分情報から車両推定する

システムを確立
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■ 試行現場の状況： ダンプトラック入退場 （2/2）

「複合ナンバー解析AIダンプ入退場管理システム」運用開始時のモニター
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■ 試行現場の状況： 安全確認 ・・・ ダンプ荷台の人検知（1/3）

画像認識AIが荷台に人がいることを認識し回転灯を点灯

【強化学習】 2週間程度 【背景】
土砂運搬で道路汚損防止のため、ダンプ荷台の土

砂にシートを設置している。その際、作業員が荷台
に残っていないかを誘導員が確認している。誘導員
の配置に加えて、監視カメラを設置し、画像認識AIシ
ステムを試行した。

【概要】
画像認識AIが荷台に作業員がいることを認識する

と回転灯で運転手に注意喚起し、誤発進を防止する。
映像は事務所のモニターで常時映し出し、社員が確
認する。
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■ 試行現場の状況： 安全確認 ・・・ ダンプ荷台の人検知（2/3）

画像認識AIが荷台に人がいることを認識し回転灯を点灯
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■ 試行現場の状況： 安全確認・・・ダンプ荷台の人検知（3/3）

画像認識AIが荷台に人がいることを認識し回転灯を点灯

【結果・考察】
 画像認識AIの強化学習後の認識率： 85%
残りの認識できなかった15%はヒトが映像を見ても認
識が困難な部分
 留意点として画像認識AIが認識できない場合は
フェールセーフ*の考え方で別の注意喚起方法により
運転手に知らせる等の工夫が必要

*フェールセーフ (Fail-safe)： 機械やシステムの故障で危険側障害とならないように
運転を停止させて災害防止を図ること

 ヒトが画像認識AIをアシスタントとして、互いに補完
し合う関係で向き合えば、画像認識AIは省人化、労
働時間短縮につながる強い味方になると思われる。

【効果】
 事務所と現場の往復時間が不要

・ 短縮効果（試算）：1時間30分/往復
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6. DXを進める上での今後の課題について

 デジタル技術も従来の技術と同様に、使用時はヒトの目によるチェック、
マネジメント体制の構築が必要

・技術はリスクが潜在する状態で世に出ている。
・今後、どのような技術が出てくるか分からないが、安全性、社会や環境への影響、
経済性（QCD*）、情報管理を総合的に監理するのはヒト

*QCD：Quality（品質）、Cost（コスト）、Delivery（工程）

 地方でもデータ通信が可能な通信インフラ整備が必要

・地域により夕方から夜にかけて通信不能の実例
・衛星通信サービスで補完しているが、いつまでも海外の通信インフラのままで良いのか。

 生産性を向上させるためには、ある一つの現場だけが行うのではなく、
会社全体、業界全体での展開が必要

・建設業では国の施策 i-Construction の仕掛けにより DXに向けた取り組みが進んでいる。
・民間工事を含めた他の現場すべてでDXに向けた取り組みを進める必要がある。
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「ご清聴ありがとうございました」
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